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つていの」 、 〈蓬〉 「実
サネ
定サタ






ても」 、 〈静〉 「付ても」 。
4〈近〉 「いらぬ」 、 〈蓬・静〉 「いれぬ」 。 「いらぬ」 が良い。
5〈蓬〉 「あ





に」 、 〈蓬〉 「様
サマ
さま」 、 〈静〉 「さま
く
」 。








9〈近〉 「ひきで物に」 、 〈蓬〉 「引
ヒキ
出イテ
物に」 、 〈静〉 「引
ヒキテ出物に」 。
10〈近〉 「たび」 、 〈蓬・
静〉 「給ふ」 。
11〈蓬〉 「ガ」なし。
12〈近〉 「ちかう」 、 〈蓬・静〉 「ちかく」 。
13〈近〉 「さゝやきける」 、 〈蓬・静〉 「さゝやく」 。
14〈近〉 「事」なし。
15〈近〉 「くだしたまはれり」 、 〈蓬〉 「下
クタシ
給へり」 、 〈静〉 「下給れり」 。




17〈近〉 「てうけを」 、 〈蓬・静〉 「朝
テウカ家を」 。


























25〈近〉 「かつうは」 、 〈蓬・静〉 「且
カツ
は」 。




27〈近〉 「きに」 、 〈蓬・静〉 「器
ウツハモノ
に」 。
28〈近〉 「ゆよすべきを」 、 〈蓬〉 「猶

















也」 、 〈静〉 「藻
モ事也」 。
34〈近〉 「ほろびぬる」 、 〈蓬〉 「亡
ホロ
ひぬる」 、 〈静〉 「亡
ホロヒ
ひぬる」 。 〈底〉 「亡メル」を改める。
35〈近〉 「条」とし、
「条」の前に補入符あり。右に「そのでう」と傍書。
36〈近〉 「かたりけれは」 、 〈蓬・静〉 「かたらひけれは」 。
37〈蓬〉 「ノ」なし。
38〈近〉 「たの
み給ヘ」 、 〈蓬〉 「憑
タノミ
給ヘは」 、 〈静〉 「頼
タノミ
給ヘ」 。












45〈近〉 「くつきやうの」 、 〈蓬〉 「究
クツキヤウ






47〈近〉 「かまへ」 、 〈蓬・静〉 「構
カマヘ
て」 。
48〈近〉 「つのくに」 、 〈蓬〉 「摂
セツツノクニ





























を」 （三六左） 。 〈長〉については、
本全釈九の注解「宗盛ニ越ラレヌルコソ口惜ケレ」 （二九頁）参照。②〈延・南・屋・覚・中〉 。宗盛に越えられたことを特に遺恨とし、平家を滅ぼして本望を遂げようとしたとする。 〈延〉 「平家ノ二男ニ被
超ヌルコソ遺恨ナレ。イカニモシテ平家ヲ滅シテ、 本望ヲ遂ム」 （六六ウ） 。池田敬子は、 〈覚〉の本文についてではあるが、この記事が、 「宗盛が平家一門に対する最初の謀叛の計画のきっかけとなっている」（一〇〇頁）ことに注意する。③〈盛〉 。 「重盛宗盛左右大将」では、 「宗盛ニ越ラレヌルコソ口惜ケレ」 （本全釈九―二四頁）とあったように、成親の怒りは宗盛に向けられていたのだが、ここでは、さらに実定の大将任官も平家のはからいと成親は思い、平家を滅ぼそうとの思いを持ったとする。恐らく、③〈盛〉 見る形は ①②に見る形の改変であろう。 〈盛〉は、 「重盛宗盛左右大将」で 「今度ノ大将ハ理運左右
「くらうと」 、 〈蓬〉 「蔵
クラント










かうして」 、 〈蓬・静〉 「ふかくして」 。





56〈近〉 「へははうぐわん」とし、最初の「は」に訂正符あり。右に「い」を傍書。 〈蓬〉 「平
ヘイ
判ハンクワン




「あふみのちうじやう」 、 〈蓬・静〉 「近
アフミ江中将」 。
58〈近〉 「みかと」 、 〈蓬・静〉 「帝
ミカト
の」 。































65〈近〉 「ゆみやとる」 、 〈蓬〉 「弓
ユミ
矢ヤ取トリ
」 、 〈静〉 「弓
ユミ
矢ヤとる」 。
66〈近〉 「おはしましけれは」 、 〈蓬〉 「御
マシ
坐けれは」 、 〈静〉 「御
ヲハシ坐けれは」 。







69〈近〉 「なうこそ」 、 〈蓬・静〉 「なく」 。
70〈近〉 「くみせられけれ」 、 〈蓬・静〉 「くみせられけり」 。
71〈近〉 「ことに」 、 〈蓬〉
「事に」 、 〈静〉 「事にも」 。
















「すくれたれ共」 、 〈蓬〉 「勝
スクレ














〈近〉 「よく」とし、 く」に見せ消ちあり。右に「て を傍書。 〈蓬・静〉 「よつて」 。




















85〈近〉 「おもひうつして」 、 〈蓬・静〉 「思うつりて」 。
















































































『平家物語』諸本は、治承元年のｊｋの時間を朧化させて、ｊをａ～ｄに連続させ、これに触発されたⅠ成親の大将への願望・祈願を記す（ 〈延・長〉はａｂｊⅠｃｄの順。また〈長〉はｃｄの年次を「嘉応元年」と誤記する） 。これに連続させてｋを配置、Ⅱ平氏打倒計画（鹿の谷の謀議）の発端になったとする点でも共通する。また、このⅡ謀議の後ろにｉｈｎｏと置き、ｐ謀議の発覚へと展開している点も共通している。つまり、ａｂｃｄｊⅠｋⅡｉｈｎｏまたはａｂｊⅠｃｄｋⅡｉｈｎｏｐというのが、諸本に共通する基本的な展開ということになる。問題はそ 他 記事の位置、および、成親の願望を過分・不当なものである事を非難する一節Ⅲの位置の関係である（Ⅲについては〈延〉を引く。 「サテ新大納言成親卿被思
一ケルハ、殿ノ中将殿、徳









































ル中ニ」まで、 〈四・闘・延・長・屋・覚〉同。 〈延〉 「外キ人モ入ラヌ所ニテ兵具ヲ調ヘ集メ 可然者ヲ語テ、 此営ヨリ外ハ他事無リケリ」（巻一―六七オ） 。 〈南・中〉は一部近似。 〈南〉 「其（平治の乱の折重盛から受けた）恩ヲ忘テ 此一門ヲ亡スベキ其営ノ外ハ、 又他事ナシ」（上―九七頁） 、 〈中〉 「されどもいつしかそのおんをわすれて、ぐわい人なき所にては、平家をほろぼさんとのいとなみのほかはま なし」















（川合康①六七頁） 。また、行綱は、京においては、平氏一門や源頼政らと並んで院などの命を受けて軍事活動を展開する京武者の一人でもあった（川合康②二四四頁） 。とすれば、そのような行綱に対して、なぜ成親が働きかけたのかが問題となろう。近年では、鹿の谷事件そのものが虚構であるという見方 、 歴史学の立場から 強まっている。大きくは、鹿の谷の謀議や行綱の密告はなく、当時院の下で進められていた叡山攻撃を避けたかった清盛が、ありも ない謀議を理由に西光・成親等の捕縛を行 と見る立場（下向井龍彦三〇〇頁 上杉和彦六二頁など） 、謀議の可能性は認めながらも、行綱の密告と謀議を理由とする捕縛は虚構である（謀議 西光の取り調べの かで初めて発覚した）と見る立場（早川厚一①五八頁、川合康②二四三～二四四頁など）である。では、なぜ行綱の名が挙ってき のか。これについては、行綱の密告を記す『愚管抄』が成立し 承久頃 そのような風評があったとする立場と（早川厚一①二一頁） 、話そのものが慈円周辺で作られたと見る立場（川合康②二四四頁）に分かれている。 　〇様々酒ヲ勧テ、金造太刀一振引出物ニ賜
　
〈盛〉巻四冒頭の鹿谷酒
宴場面には、弓袋の料として成親が行綱に白布五十反 与える記事があるが、それに先だち、勧誘の料として金作りの太刀を与えたす もの。仲間に引き込む際に、酒を飲ませ武具を与える例としては、宗盛の競への饗応場面がある。 〈延〉 「 『競ニ酒飲セヨ』トテ、 酒取出シテ、種々ノ引出物シタリ。中ニモ黒革威ノ鎧ニ、弓箭大刀共被引タリ。其上猶遠山トテ秘蔵 ル馬ニ、鞍置テ被引タリ」 （巻四―三三ウ） 引
― 112 ―




























ベキ。与シテ候キ」 （巻二―一九ウ～二〇オ）とある。但し、行綱の密告場面では、 「其外モ様々ノ事共云チラシテ」と記すように、行綱がこの時どれ程本当のことを言ったのかは分からないが（そもそも密告自体が虚構という見方もあるが） 、後白河院の鹿谷への御幸をいずれの諸本も記すように、後白河院の関与が何らかの形であった すのは確かである。例えば、 〈延〉でも、後白河院の関与は記す だが、そうした謀議を積極的に担っていく は院近臣の者達で、その謀議の中に、後白河院は、徐々に取り込まれていく いう形で記される。そのことを最も明瞭に語るの 次の記事である。巻四、 三十三「入道ニ頭共現ジテ見ユル事」 場面で、福原で月を眺める清盛の前に現われ出た四五十程の生首や髑髏に、清盛が一喝する場面で 。 〈延〉 「汝等、官位ト云、俸禄ト云ヒ、随分入道ガ口入ニテ、人トナリシ者共ニ非ズヤ。故無ク君ヲ勧メ奉リ、入道ガ一門ヲ失ハムトスル科、諸天善神ノ擁護ヲ背クニ非ズヤ」 （一一七オ） 。清盛自身も 後白河院が事件に関わっていることは確認しながらも、それは院近臣等が「故無ク君ヲ勧メ奉」 た事件と見なしているのである（早川厚一①五一～五四頁） 。次に、 〈盛〉では、後白河院と 関係をどのように記そうとしているのか、具体的に検証してみよう。関連記事を次に引用する。①（静憲 後白河院への諌言）成親卿一人ガ勧ニヨツテ、万人悩乱ノ












































片辺ニ御幸ナシ進セント存ズ。大方近来イトシモナキ者共ガ近習者シ、 下剋上シテ折ヲ待時ヲ伺テ、 種々ノ事ヲ勧申ナル間 、 御軽々ノ君ニテハ御座、係乱国ノ基ヲモ思召立ケリ（巻六「入道院参企」
1―三八五頁）
⑧而ニ君ノ思召立処道理尤モ至極セリ、此一門代々朝敵ヲ平ゲテ、四



















れている。④では、西光の口から先掲のＢのような文言で、今回の企みが院宣として催されたも であることが語られるが、これも諸本に共通する。但し、 〈延・長〉は事前に拷問がなされたため 西光があることないことを白状したと記 る（ 「乱形ニカケテ打セタメテ問ケレバ、有事無事落ニケリ」 〈延 巻二―一九オ） 。こ に対し 盛では、 最初に清盛との対面があり、 その場 清盛への悪口を声高に語ったため、拷問に掛けられ、はじめは「不
レ知」と言っていたものの、
最後は「有ノ儘ニゾ云ケル」 して 西光の口からも、今回の企みが院宣として催されたものである と、 「世 アラン」と思う己 野望故与したことが明かされる。こ に対して〈屋・覚・中〉は、最初の清盛との対面場面 Ｂと近似の形で悪口を語り、その後に拷問に掛けられ白状をしたとされる。⑦では、西光の白状を聞い 清盛の所感
― 110 ―


















































を誤った」可能性を指摘、 「源氏の中枢的人物の意 あろう」 （
1―





















「是ゾ平家ノ悪行ノ始ナル」 （ 〈延〉 巻一―一二一頁） としているが、 〈盛〉は巻二「基盛打殿下御随身」で、平治元年五月に基盛が関白基実随身に乱暴を働いた事件を記して 「是ゾ平家ノ乱行ノ初トハ聞エシ」 （
1







































に城郭を構えていたとするが、 『愚管抄』では、鹿谷に山荘 構えていたのは静憲とする。 「又法勝寺執行俊寛ト云者 僧都ニナシタビナドシテ有ケルガ、 アマリニ平家ノ世ノマヽナルヲウラヤムカニクムカ、叡慮ヲイカニ見ケルニカシテ、東山辺ニ鹿谷ト云所ニ静賢法印トテ、法勝寺ノ前執行、信西ガ子ノ法師アリケルハ 蓮華王院ノ執行ニテ深クメシツカヒケル。万ノ事思ヒ知テ引イ ツヽ、マコトノ人ニテアリケレバ、コレヲ又院モ平相国モ用テ、物ナド云アハセケルガ、イサヽカ山荘ヲ造リタリケル所ヘ、御幸ノナリ
く
シケル」 （旧大系二四四












































く）は、 〈四・闘・延・長・覚 中〉が 俗名成雅」とするように、源成雅のこととされていた。しかし、蓮浄 源成雅の法名で ることや、鹿谷の変に成雅が逮捕された事が確認できず、例えば『玉葉』 （安元三年六月四日条） 『顕広王記』 （同六月三日条）が記す逮捕者六人の名は「①俊寛②基仲③基兼④信房⑤佐行⑥康頼」 、 『百練抄』 （同六月四日条）は ③④⑤⑥が同じで、②基仲の代わり ⑦散位章綱の名が記される。今一つ『仲資王記』 （同六月三日条）に 、①③④⑤⑥が同じで、②基仲の代わりに⑧「近江入道」の名が記される。以上からすると、②基仲こそ⑧近江入道と考えられる。基仲は卜部氏で 兼経の子。一族の多くが院の近臣となっている。また、 〈補任〉の建保四年業資王条に「母近江守卜部基仲法師女」とあることから、基仲 呼称は、 〈延〉の 近江入道」が正しく、 「蓮浄」 〈盛〉の「蓮海」は誤りであろう） は基仲の法名なのであろう （佐々木紀一③五一～五三頁 。


















舎人也ケリ。童部ヨリ常ニ召具シケルガ…中略…事ニフレテ賢々シカリケレバ、院ノ御目ニモ懸進セテ被召仕ケリ。師光ハ左衛門尉、成景ハ右衛門尉トゾ申ケル。信西平治ノ乱ニ討レシ時、 二人共 出家シテ、左衛門入道ハ西光、右衛門入道ハ西景トゾ申ケル。二人ナガラ御蔵ノ預ニテ、猶被召仕ケリ。其西光ガ子息ニ、近藤左衛門尉師高キリ者也ケレバ、検非違使五位丞マデ成テ、安元々年十一月廿九日ニ、追儺ノ除目ニ加賀守ニナル」 （
1―二〇五～二〇六頁） 。この記事はいずれの





〈四・闘・延・長・南・屋・覚〉は、 「彼俊寛ハ木寺法印寛雅ガ子、京極大納言正俊ガ孫也」 （ 〈延〉巻一―六九オ）と簡略な記事。 尊卑〉 （三―四七九～五二五頁）によれば、系譜は次のようにな
　
村上天皇―具平親王―師房―顕房―雅俊―寛雅―俊寛





寺法印寛雅ガ子」 （ 〈延〉 巻一―六九オ） 。寛雅は、 長寛二年 （一一 四
― 105 ―





























成立の『十訓抄』と文面が近似し注意されるが、関係は未詳。なお、『平家物語』諸本の中では、 〈盛〉が『十訓抄』に比較的近い。 〈延〉 「彼大納言ユヽシク心ノ武ク腹アシキ人ニテ御座ケレバ、京極ノ家ノ前ヲバ人ヲモ輙クトヲサズ、常ニ歯ヲクヒシバリテ、嗔リテ御坐ケレバ」（巻一―六九オ～六九ウ） 。傍線部を『十訓抄』は欠くが、 〈盛〉はこの後に記す。なお、 〈盛〉の「歯ヲ食シバタヽイテ」に該当するのが、『十訓抄』 では、 「歯を食ひつめて」 。新編では 「食いしめて」 の意とし、〈日国大〉では、食いしばるの意とする。 〈四・闘
・延・長・南・屋・覚〉


















見られる。 〈盛〉の場合は、俊寛 謀議への荷担が女の色香に迷っためのものであることが明かされ 先 「案モ無コソ」を実証する逸話となっている。このように解することができれ 、 〈近・蓬・静〉のように、別記文としない形が本来の形と考えら よう。 延〉 場
合は、 冒頭に「就中、 此俊寛僧都ト成親卿ト殊更親ク昵ケル事ハ」 （六九ウ）と記すよう 、俊寛が成親と親しく交わり、ついに謀議に与力することとなった事情を語る。一方、 〈長〉の場合は、酒宴の場面の後に本話を記す。但し、 「つるがはらに女子一人いできたりけるとかや」として は終わり 次に「かのしゆんくわんは木寺のほういんくわんがの子、きやうごくの源大納言雅 のまごなり。…かやうの事にもくみせられけるに 」 （
1―八二頁）と続く。 〈長〉の場合、本話の挿






























 〈延〉では、 器量好しが鶴、 気立ての良いのが松と、 〈長・盛〉と逆。




















＊櫻井陽子「 『平家物語』の征夷大将軍院宣をめぐ 物語」 （中世文学と隣接諸学
4『中世の軍記物語と歴史叙述』竹林舎二〇一一・
4）



































































































かといて」 、 〈蓬〉 「御
ヲン
門カトテ出」 、 〈静〉 「御門
カトテ出」 。
5〈近〉 「ありてそ」とし、 「そ」に見せ消ちあり。













10〈近〉 「めしぐせられける」 、 〈蓬〉 「めし
くせられたり」 、 〈静〉 「めし具
グせられたる」 。
11〈近〉 「はるかの」 、 〈蓬〉 「はる
く
」 、 〈静〉 「はる
く
の」 。




13〈近〉 「御ほうべい」 、 〈蓬・静〉 「御奉
ホウヘイ幣」 。






































































的な配慮でもあったし、両院の信仰心のなせるわざでもあろう。その中でも、今回の厳島参詣については、建春門院と宗盛や親宗等文門平家の力が大きく預かったとされる。この後に記される参詣の御導師顕慧は、建春門院の伯父であった（清水眞澄二一七～二一八頁） 。后妃を具しての遠路への御幸は 先例のない「希代」 「奇異」のことでもあったと記される（ 『吉記』 『顕広王記』 ） 。しかし、実際には嘉応元年（一一六九）十月の熊野参詣に女院は同行している（ 『兵範記』十月



















































































































































































































































































































































































































































































































ムクウ窮也」 、 〈静〉 「無
ムグウ窮也」 。
21〈蓬〉 「寤




」 、 〈静〉 「者
ハ」 。
23〈近〉 「帝業之」 、 〈蓬〉 「帝
テイケウ
業之





















































































































































































































































ハアン鞍」 、 〈静〉 「馬
ムマクラ
鞍」 。
56〈近〉 「弓前」 、 〈蓬〉 「弓





































一」 、 〈静〉 「副
ソフ
二鈿テンガウニ

































一」 、 〈蓬〉 「栴
センタンノ檀之
薫ニホイヲ


























































































































という形をとる。ただ、冒頭の「敬白」に発願者の名を冠したり、これらを省略していきなり作善業を書くものもある」 （平林盛徳二五〇頁） 。 〈名義抄〉 「側 　






























蓬莱山をさがさせた故事」が対句によって表されていることが、小峯和明によって指摘 れている（四九七頁） 。女院 願文の場合は、厳島を海中他界である蓬莱山や竜宮に擬えて表現されている（後述）ことからすると、まず不死を求めて に登った漢武帝の例を冒頭に挙げて、これに対する海中他界である蓬莱 探訪に比すべき旅として、厳島参詣を表現したものか。なお、 封禅そのものは中岳ではなく泰山 （五岳のうちの東岳）で行うが、 『史記』 「封禅書」 「孝武本紀」 『漢書』 「郊祀志上」には、公孫卿の話す申公の言葉の中で の祭りをして仙人となって天に登った黄帝がいつも出かけて神と会合した山として、華
山・首山・太室山（つまり中岳崇高山） ・泰山・東莱山の五山が挙げられており、また、元封元年三月、漢武帝が封禅の準備をする中、中岳に登ったことについての以下の記載がある。 「三月、遂東幸
氏、
礼登中嶽太室。従官在山下聞若有言万歳云、 問上上不言、 問下下不言。（三月、 ［漢武帝］遂に東のかた
氏に幸し、礼して中嶽太室に登る。












































第四冊による） 。劉昭注によれば、玄鳥（燕）は陽気を感じて飛来し卵を産みたくさんの雛をかえすことから 玄鳥 飛来した日を特 選んで、子孫繁栄 ため高
の祭りを行う。あるいは、劉昭の引く盧植
の注には 玄鳥が飛来する時節は、陰陽 気が拮抗しており、万物が生長するこの時季をみはからって太牢の犠牲 捧げて高
の神に子
宝に恵まれ よう請願する、陽光 降り注ぐ明るい場所に ること、これを高といい、その場所にいて子宝を望むこと を
というと














































りと雖も、六行闕くと雖も。四徳は、 「婦人のもつべき四つ 徳。婦徳（貞順） ・婦言（辞令） ・婦容（婉娩） ・婦功（糸麻） 」 （ 〈日国大〉 ） 、六行は、 「六波羅蜜の行。布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧 六つの実践」 （ 〈日国大〉 ） 。 「養母藤原の氏は、芙蓉も花を譲り、麗容を夏姫の徒に比べ、松
も節を謝ち、貞心を秋胡の婦に校べたまひき。



































洞御所の意。ここは後白河院御所。院 御所を表す名称としては、 『平家物語』では、 「仙洞」 「麻（藐）姑射 山」 「射山 などが用いられている。山本真吾は 院御所」などとは異なり、直接的に表現しないこれらの語がいかなる文献群から受容したものかということを論じ














一、 故天下内和而家理」 （ 『礼記』 「昏義」 。
新釈漢文大系二九礼記下、明治書院一九七九・
3、九一七頁） 。また、














































一」 （斉衡三年九月十三日条） 。ここでは 「婦順」 （ 「婦

















まで、 伏見稲荷社蔵『諸社功能』にも引かれる（小峯和明四九八頁） 。田中幸江によれば、 伏見稲荷 蔵本は、 守覚法親王の『紺表紙小双紙』（平安末期から鎌倉初期に成立）の一部として仁和寺で編纂されたものという（七四～七五頁） 。是に於て伊都岐島社は、極聖和光の砌、大権垂跡の地なり。 「極
ごく
聖しやう













ハカリコト、 ツク、 ヨル、 ホコル」 （八八九） 。 「戚月」


























」 と対句になっている。 「鼇波」 は、




と評する。なお、厳島を「仙島」とする捉え方は、こ 後の「龍宮」とする点にも窺えるが、 『高倉院厳島御幸記』にも、高倉院が潜水する海女たちを見た記事に続い 、 「まことに仙の洞もかくや 、竜宮ともこれをいふにやとおぼゆる所



















以て如意の珠を得べし。不死の薬は、神仙の山にあるとされた。 『今昔物語集』 「汝ヂ、 速ニ蓬莱ノ山ニ行テ不死ノ薬ト云フ薬ヲ取テ可来シ」（新大系
2―二八六頁） 、 〈盛〉 「蓬莱、方丈、瀛州ノ三ノ神仙ノ島ナラ
バ、不死ノ薬モ取ナマシ」 （巻七「俊寛成経等移鬼界島」
1―四六〇
～四六一頁） 、 「昔秦皇漢武ノ、不死ノ薬ヲ採ント 、方士ヲ使ニ遣シテ蓬莱ヲ求シニ」 （
4―二四〇頁。巻二十八「経正竹生島詣〈仙童琵
琶〉 」 ） 。如意宝珠は、
あらゆる願いを叶えるとされる珠で、如意輪観
音や地蔵菩薩などの持物とされ、龍の所有物とも考えられていた。本全釈の注解「龍神アマクダリテ、如意宝珠一顆、水精ノ念珠一連、九穴ノ蚫貝一ヲ奉ル…」 （八―三五頁）参照。 『愚管抄』には「コノイツクシマト云フハ龍王ノムスメナリト申ツタヘタリ」 （旧大系二六五頁）とあり、 『平家物語』にも、 〈盛〉 「御垂跡者、天照太神之孫、娑竭羅龍王之娘也」 （巻十三「入道信同社并垂迹
2―三〇一頁）等とある




























者にも囚われない超俗自適 様を言う 『江都督納言願文集注解』三六頁） 。 『俊頼髄脳』 「住吉の神もあはれと思ふらむむなしきふねをさしてきたれば 　
是は後三條の院の御住吉詣によませ給ひける歌な
り。むなしき船とはおりゐの帝を申すなり その心 位にておは ます程は船に物を多くつめれば海をわたるにおそりのあるなり。その荷を取りおろしつれば、風吹き浪高けれども、おそりのなきにた ふるなり」 （ 『日本歌学大系』


































旅行中。旅中」 。 「旅泊」の「夜深」と「羈中」の 春暮」 、旅の一日の時間と、旅全体の季節が共に深まっていくものとして対比されてい














御鏡三面を鋳顕し奉る。本殿 御簾の前に懸けられていた三面の鏡を指すのだろう。正体の鏡の例として、春日社の例『 日権現験記絵』巻十九「正安三年十月廿五日子時、悪党 社頭に乱入 、大宮四所御正体をの
く
二面、若宮六面、合て十四面の神鏡を盗取たてまつり



















































色馬有り、復八女有り。共に丹青を施し、限るに三十三 以てす。校注国文叢書源平盛衰記は、 「色馬」に、 「色は彩なれば、飾馬を牽き奉りたるか、但し此頃既に馬に替へて絵馬を奉ることも行は たれば或は絵馬ならんか」 （上― 〇頁）とする。 「八女」 、 「八乙女」か。 「八乙女」は、 「神社に奉仕し、神楽などを奏する少女。八人と人数が限られていたわけでなく、数人の少女を総称したものか」 （ 〈日国大〉 ）の意。 『修明門院熊野御幸記』 「八 翻
レ袖、御先達給
レ扇」 （承元四年
五月五日条。神道大系『参詣記』 ） 。共 丹青の色が施され 三十三の数を限ったとするこれらは、次に引く『承安元年伊都岐島社神宝調進状』 （野坂文書三一五） に見 よう 、 絵馬板や八女板のことで ろう。「絵馬板参拾参枚 　
八女板参拾参枚」 （神道大系『厳島』一二九頁） 。












一にあらず。其の誠弐無し。 「承安四年後白河院并建春門院神宝物奉納日記」 （新出厳島文書五八）に、 「女院御方」として、 「御幣員数同之 〈白妙色紙〉 　
金銀幣三十六本 〈串有之〉 …蒔絵手筥一合 〈在
二物具
一〉 」
（一三四～一三五頁）とある。厳島に帰依して信心の勤めを果たすことは一つだけではなく 幣帛に加えて、 〔おそらくは経典を収めた〕鈿筺をも献じたことを意味する） 、そこに込められた信心の誠には二心がない、の意か。 　
〇以此財施法施之功能、仰彼権化実化之納受
　












］ 」 （ク言辞・上六六ウ） 。
「財施」は、 「仏語。三施の一つ。金品などの財物を布施すること」 、「法
ほふせ施」 は、 「仏語。三施の一つ。人に仏法を説いて聞かせること。ほっ
せ」 、 「権化」は、 「仏語。仏菩薩が衆生を救済するために、仮に人間の姿にかえて、この世に現われること。また そ 現われたもの。権現」 、 「実
じつけ化」は、 「仏語。真実の教えをもって衆生を導き救うこと。























金枝の光を耀かす。 「継嗣」は、 「相続人。あとつぎ。よつぎ。継子」 、「恢弘」は、 「広く大きくすること。事業や制度、教えなどを世に広めること」 、 「瓊萼」は 親王をいう」 、 「金枝」は、 「金枝玉葉の略」 、 「金枝玉葉」は、 「天子の一門。天皇の一門。皇族」 （ 〈日国大〉 ）の意。 〈新定盛〉は、 「継嗣恢弘＝後白河院・建春門院の嗣子である高倉帝の皇運が弥栄である事。恢弘はひろがるの意」 （
1―一七七頁） とする。 『江





寿域新たに し、 を に移す。
「弟子」は、建春門院を指す。
類似句は、 『江都督納言願文集注解』に「金輪聖王、塞邪竇 而献金沙之算、御寿域、而期南山之齢」 （一二四頁） と見られる。その注では、「寿域」に、 「 「南山之齢」とともに典型的な願文表白語。仁寿の域の意、治まれる世」 、 「南山の齢」 に 「 「毛詩 小雅天保に典拠を持つ語 、南山が崩れない如く堅固なることを言い、転じて長寿を表象する語である」 （一二九頁）とする。我が生涯なお遥かに、病を他 退け、治まれる世として、長寿をあらしめたまえの意か。











































（ 『大漢和辞典』 ） 。 『筆海要津』 「藍子之上
二悲想
一也、 八万劫之春秋空過、








































＊田中幸江「専修大学図書館蔵『諸社縁起発端』について」 （中世文学四八、二〇〇三・６）＊角田文衞「建春門院」 （ 『後白河院 動乱期 天皇―』吉川弘文館一九九三・
3）
＊平林盛徳「仏教文書（一） 」 （ 『日本古文書学講座』第五巻中世編Ⅱ雄山閣出版一九八〇・
3）





















































































































































































































二」 、 〈静〉 「詣
ケイセン
二」 。


















































































































































































































































































一者百王鎮護之明神」 （神道大系『厳島』一七七頁） 。また、 『転








































至誠 こころ。まごころ」 、 「繋念」は、 「仏語。一つのこ にだけ心を集中させて、他のことを考え こと」 （ 〈日国大〉 ）の意。 「朝に祈り暮に賽しの人」に類似の句 高倉院厳島御幸願文にも、 〈盛〉 「朝祈之客匪一、暮賽之者且千」 （
3―三九四頁）とある。厳島に祈りに
詣でお礼参りに訪れる のことを言う。 「皇蘿雲布 の使用例は未詳だが、 「皇蘿」は「星羅」 誤り 可能性もあるか。 『経国集』 「緑葉雲布朔風滸。紫蒼星羅南雁翔 （群書八―五二二頁） 〈新定盛〉 「星羅雲布＝星雲を敷物とする如く群集する意 （
1―一七六頁） と解する。


































































1―一七七頁） と読む。ただし、 後者の読みだと、 「大









を致し、 子々孫々、 永く帰依すべし。 「欽

















払ひ、来世には妙果を一仏の土に証せんことを。 「禅定大相国」は、清盛のこと。 「友気」 、 〈近〉同、 〈蓬〉 「
気ハツキ


















































































2〈近〉 「おはします」 、 〈蓬〉 「御
マシ
座マス




3〈近〉 「あきのかみたる」 、 〈蓬〉 「あきのかみたりし」 、 〈静〉
「安
アキノカミ芸守たりし」 。



















11〈近〉 「まふづれは」 、 〈蓬〉 「詣
ケイス
れは」 、 静 詣
ケイ
すれは」 。















〈補任〉 によれば、 清盛は、 久安二年 （一一四六）
二月二日に安芸守になった されているが、五味文彦によれば、 〈補任〉には多少の混乱があって、清盛が安芸守になったのは仁平元年（一一五一）二月二日のようである（四八～四九頁、六八～六九頁） 。〈盛〉の表現だと、 清盛が安芸守となった仁平元年（一一五一）を、 「太




































憲が雨乞いをしてみごと雨を降らせたのに対し、清盛が、たまたま雨が降る頃に説法したにすぎないとくさし ことに対し、 「是偏ニ澄憲偏執ノ詞也」 （
1―一八二頁）と、 清盛の偏執ぶりを記す。すなわち、






した。それに対し清盛が怒り、重盛がとりなし事なきを得たが、澄憲の雨乞いの折、その遺恨を晴らしたというのであ 。 「大偏執ノ人」という清盛像は、そうした清盛 二面性を示すそれぞれの 話 結び付ける清盛のイメージとして用いられたと松尾葦江は考える（一六七～一六八頁） 。
【引用研究文献】＊上横手雅敬「佐伯景弘とその周辺」 （仏教芸術五二、一九六三・
11）





















































































































































































































































































































2底本、 「自是澄憲祈雨事」と傍書。 〈近〉行の冒頭に「澄憲祈雨事」と傍書。なお、巻頭目録では〈近〉 「て
うけんあめをいのる 　





























6〈近・静〉 「とゝまりけれは」 、 〈蓬〉 「とまりけれは」
7〈近〉 「なげく」 、 〈蓬〉
「歎
ナケク




















」 、 〈静〉 「井
イノ
水」 。
11〈近〉 「あつまりける」 、 〈蓬〉 「集
アツメ




















17〈近〉 「こうぶくじのこんせうそうづ」 、 〈蓬〉 「興
コウ
福フク





























































































































































































































台雲頴川星」 、 〈静〉 「陽
ヤウタイクモヱイセンノホシ
台雲頴川星」 。















































































































































































































   手テヲ


































































































































































四年の最勝講の表白の詞で雨を降らせ、その勧賞として権大僧都に任ぜられたとする逸話）は〈盛〉の独自本文。この逸話は『古事談』 （巻三―七九、僧行） 、 『古今著聞集』 （巻二釈教、六〇話）に記される他、『興福寺略年代記』には、 「承安四年五月廿四日最勝講。初日澄憲法印祈雨之説法。即甘雨降。当座任
二大僧都
一」 （ 〈続群書〉二九下―一五二





































」 （ 〈日国大〉 ） 。国土は「土地。大






































































」 、 〈静〉 「代
ヨニ
」 。














































































































から十一日にかけての開催記事が記録に残る初見で、最勝王経講と称されていた（ 『権記』長保四年五月十一日条「最勝王経講結願」 ） 。次に記録に登場するのが『小右記』寛弘二年八月十四日条で（ 「今日最勝王経講説日也」 ） 、この時は 保四年の例にならって執り行われた（ 「其儀同
二長保四年儀
一」 ） 。以後、 次第に恒例行事化する。 『公事根源』
は「四ヶの大寺、東大寺、興福寺、延暦寺、園城寺 　
僧の事にけいこ
の聞えあるをえらび だむ。証義 講師、聴衆などあり。最勝王経を清涼殿にて講ぜらるゝ也」 （元 年中古活字版、国立国会図書館デジタルライブラリー、七五―七六コマ）と記す。また 朱雀院 時から本尊の釈迦、脇侍の毘沙門・吉祥天に加えて四天王像を配するようになったことが記される。その次第につい は 『江家次第』に概略が記される他、 『玉葉』 などにも、 兼実参加の時の次第が記される。また、仁和寺蔵紺表紙小双紙には『最勝講次第』三帖 五日間にわたる詳細な次第が ている（仁和寺紺表紙小双紙研究会
2―一二一二～
一二二九頁） 。 「講会で効のあった僧には僧階の昇叙が行われていたが天承元年（一一三一）法勝寺御八講が創始されると、仙洞最勝講と並べて三講と呼ばれて 会と同様僧綱へ 登竜門となった。即ち、四大寺の学業成就僧は法勝寺御八講、続いて仙洞最勝講の 師を て最後に最勝講講師に任ぜられ、僧綱予備軍となった。また上流貴族出身の
























































〉 」 ） 。
久寿二年（一一五五）には、最勝講の講師として「法
橋覚長」の名前が見える（ 『兵範記』五月二十日条）他、嘉応二年（一一七〇）の最勝講では、第三日の夕座の講師に「覚長法眼」の名が（ 『玉葉』嘉応二年五月二十五日条） 、承安元年（ 一七一）の最勝講第二日朝座講師（ 『玉葉』同年五月二十一日条） 、翌承安二年の最勝講第二日夕座講師（ 『玉葉』同年五月 というように、承安四年以前にもしばしば最勝講の講師を務めている。その能説については、承安四年三月に関白基房第で行われた法華八講結願 の論議で講師澄憲（国書刊行会本 は「 隆憲僧都」と記すが「澄憲」の誤記か）と交わした問答 ついて、 「問者覚長僧都、問答共優美、又足
レ催
二感興
一」 （ 『玉葉』三月八日条）と評される他、同 十月に関





















































































































旨を読み上げること。狭義の表白を指 。狭義の場合、特に区別して啓白と言うものか、両者の区別は詳らかで い。また その文章自体をも指す」 （仁和寺紺表紙小双紙研究会
3―八五頁） 。なお、 〈延〉巻




3―八五頁） 。 「導師が高座 （礼盤）
に上り、神下ろしに当る神分で神仏を場に呼び寄せ、 『般若心経』を唱えてから法会の趣旨を述べ のが表白であった」 （小峯和明①二八五頁） 。 〈盛〉では「啓白」の語は頻出するが 「又一切経并金泥ノ法華経書写供養アリ。澄禅法印ヲ以テ被啓白」 〔
1―二三一～









に引かれる願文は、醍醐寺三宝院蔵『表白集』下冊「最勝講第四座啓白詞但除釈経之詞」 （ 〈醍〉と略称） 、 東寺宝菩提院本『公請表白』 （ 〈公〉と略称） 「同講 　

















あることが、大島薫によって指摘されている（三一頁） 。以下、 〈醍〉〈作〉 〈公〉との主立った異同も確認する。 〈醍〉は東大史料編纂所蔵の謄写本、 〈作〉は東大国語研究室蔵の謄写本、 〈公〉は山崎誠②の翻刻による。 『言泉集』 かなり異同が大きいため対象としない。 〈公〉「寛弘の聖朝より」から「興隆は更に珍し」までを欠く。夫れ御願は、寛弘の聖朝より起こり、承安の宝暦に至る。最勝講 御願は 寛弘年間、一条天皇の御代に始まり、承安の今、高倉天皇の治世至るまで続いているの意。寛弘は一条天皇の治世の年号。最勝講が寛弘二年以降年中行事化したことについては、 「清涼殿ニシテ…」の項参照。承安は高倉天皇の治世の年号。この最勝講が行われている承安四年の現在を意味する。なお 〈盛〉の表白本文の典拠については 醍醐寺三宝院蔵『表白集』との近似性に着目した後藤丹治が「本文は全く盛衰記に同じであるが、一二 誤脱があつて、盛衰記 文 方がよいと思はれる所がないで ない がそのために盛衰記 文を先出とする事は勿論出来ない。…盛衰記の祈雨の条 全体としての出典は他にあるとしても、啓白の詞及び御請文は澄憲表白集から転載 ものと看做したい。かくて平家盛衰記の作者の机上、必ず一部の表白集あつて 作者の詩嚢を肥やした事であらうと思ふ」 （五〇～五一頁）と指摘する。なお『澄憲作文集』も〈盛〉に近く、その異本注記はほぼ〈盛〉に一致する。 『言泉集』 『公請表白』は異同 大き 。清水宥聖①は 「なお誤解を恐れずに言うならば」と断りながらも 「三宝院本『 』に後世の作為が感じられないでもなく」 、注進文部分に注目す ならば資料的には『公請表白』が優先する可能性が高いこと、 三宝院本『表白集』に見られる異本の校合が〈盛〉と一致することから、三宝院本
書写者の机上に〈盛〉があったと見られること、三宝院本『表白集』および〈盛〉の注進文が、他の澄憲の文案に見られない候文であることからすると、注進文については三宝院本が〈盛〉を引用した可能性も考えられるこ などを指摘する（三八二頁） 。 　
○法会雖旧、道儀
弥新、時代雖重、興隆更珍。
 〈公〉欠く。 「旧」は〈醍〉 「古」 。法会




「裏」は〈公〉 「間」 、 「美麗」は〈醍・作・

























































初参〉 」一〇四頁） 。演説は、 「文字でなく、声音によって道理や































其の道理」 〈大漢和〉 。 『本朝文粋』八「沙門敬公集序」 「一切経論、漸探
二秘










「捧」は〈公〉 「執」 、 「雲」は〈公〉















」と注記） 。 「各」は〈醍・作〉ナシ、 「法筵」は〈公・

























高殿を眺めると、その上に雲気があり、高くまっすぐに昇るかと思えば、 すぐに形を変え、 しばらく 間に変化して窮ま ことがな っ王が宋玉に何の気かと尋ねると、先王の懐王が昼寝をした時神女 現れ、寵愛を受けた ち、 「私は朝は朝 とな 暮れには雨となり、朝
な夕な陽台の下にいる」と言って立ち去ったという話をした。朝になると確かにそのとおりであったので、襄王は女のために朝雲廟を造ったという（新釈漢文大系八一―三四三頁） 。陽台に雲が凝集するとはそのこ を指す。 『本朝文粋』 「不
レ知陽台朝雲之未
レ帰歟」 （国史大系




























































」と傍記、 〈公〉 「今」 、 「天衆」は〈公〉
「諸天」 、 「影向」は〈醍〉 「影嚮」 、 〈作〉 「響」 、 「場」は〈公〉 「庭」 、 「事」は〈公〉 「旨」 。抑も厳重御願の筵、天衆影向の場に当たり、聊か訴へ申すべきの事あり。清水宥聖②はこの表白について、 「鎮護国家を祈る最勝会として「第一之善事」は「攘災招福」の御願こそ無双のものであ と述べた上で」 、ここから「旱魃に対しての祈雨を
ママ
表白を述べ
ている」 のであり、 るべき姿を外してまで祈雨 説法を行った事は、澄憲が世上の民意を敏感に意識しそれを直ちに表白 中で述べて行くという、 わゆる時宜に叶った説法を行った」 （二〇三頁） ものとする。大島薫も「この説法にも、 宮中最勝講における旨趣として「玉体安穏、宝祚延長」を祈願す べく、常套的に用いられた文言が確認される。ただし、その願旨を「寔にこれ 鎮護国家第一の善事にして、攘災招福無双の御願なり」と述べつつ、その意図するところを請雨祈願 読み替える弁辞を連ねて、 抑も厳重御願の筵、天衆影向の場に当たりて、聊か訴へ申すべきの事あり」と表白し、 「伏して我が聖朝の御願を見るに…如何といふことを知らず 転じて 旱魃 憂へ」に関して「恐らくは龍神の嗔 為すこと有らんか」と述べる」と、この一連の章句が論理の転換点 なっていること 指摘する（三一～三二頁） 。 　
○伏見我聖朝御願、 金光最勝両会、 迎春夏無怠
 「我」は〈醍・
公〉欠く 伏して我が聖朝の御願を見るに、金光最勝 両会、春夏を迎へて怠ることなく。金光最勝 両会 、毎年春夏の時期に怠りなく行い、の意。 「金光最勝両会」は、 『金光明最勝王経』に関わって宮中で行われる二つの法会、御斎会と最勝講を指す。 斎会は「正月八日















は〈作・公〉 「頃」が正しい。 七八箇年」は〈醍〉 「七八年以来」 〈公〉「七八年
ヨリ







































 「就中」 〈公〉欠く 「天晴
払雲」 〈公〉欠く。 「迎霖月可降雨」は〈公〉 「臨陰雲降霖雨」 、 「候」は〈作〉 「催也」 、 「地乾揚塵」は〈公〉 「天清
二メ払雲翳、 地乾揚埃塵
一ヲ」 。
霖は「降り続く雨。ながあめ。霖 」 （ 〈日国大〉 ） 。就
なかん
中づく今年は日曜井






南方第一宿。ふたご座 μ星付近で井の字形になっ いる部分にあたる」 〈日国大〉 。二十八宿と 、 や太陽などの天体の位置を示すために、天の赤道に沿って（実際には黄道にもほぼ沿っ いる） 八の星座を定めたものである。地球が太陽の周囲を一年間に一周公転するので、地球から見ると、太陽は一年間 一周 速度で黄道上を回いるように見え 。 （太陽から見ると、そ 周りを公転する地球は二十八宿を一日 一度移動して一年間で一周す 。逆 地球から太陽を見ると、太陽は、太陽から地球 見た場合 常 正反対の方角の宿に位置しつつ やはり黄道上の二十八宿を一日に一度ずつ移動してゆく。 ）太陽から見て地球が毎年同じ時期 井 と 正反対 方角 宿に来ているように、地球から見ると、太陽は一年間で一周 黄道上を巡り、毎年それと同じ時期に（そして毎年同じ 間） 、黄道上の井
― 73 ―
の位置に来ているのである。 『宋史』律暦志九・渾儀には、二十八宿の各宿がそれぞれ何度あるかについて記載しており、井宿 ついては三十四度あると記している。 （なお、天の周囲は三百六十五度余りとされており、その度数は西洋 天文学で言うところの度数とほとんど同じとみなしてよい。 ）太陽は一日に一度黄道上を進む で、つまり太陽が毎年井宿にある期間は三十四日間 晋書 天文 上儀象に以下の記載がある。 「至呉時、中常侍蘆江王蕃善数術、伝劉洪乾象暦、依其方而制渾儀、立論考度曰：「……周天三百六十五度五百十九分度之百四十五……。……黄道、日之所行也。……以至於夏至、日在井二十五度、……（呉 時に至りて 中常侍蘆江の王蕃 数術を善くし、劉洪の乾象暦を伝へ、其の方に依りて渾儀を制し、立論考度して曰く：「……天 周りは三百六十五度五百十九分度之百四十五（つまり三 六十五度と五百十九分の百四十 度＝三百六十五度余り）にして、……。… 黄道とは、日の行く所なり。……夏至に至るを以て は の二十五度に在り ……） 」 　
三国の呉







































〈公〉 「農業欲廃」 。農夫は手を拱き、西作の勤め已に廃る。 〈新定盛〉は「農夫手を拱きて勤めを作すこと 已に廃す」 読み下す 東作は「平
二秩東作
一」 （ 『書経』 「尭典」 〔新釈漢文大系『書経』上―二一頁〕 ）





































「唯非」は〈公〉 「何唯」 、 「忘」は〈醍・作〉 「忌」 、
「為」は〈公〉 「含」 、 「嗔」は〈醍〉 「嗔故」 。校異
65は、 〈醍・作〉も「忌」
とあり、 『貞慶表白集』 「請雨啓白」も「忌」とあることからすると、〈蓬・静〉の「忌」がよいか。唯、 尚（商）羊の舞を忌めるのみに非ず、恐らくは、龍神の嗔
いか
りを為すこと有らんかと。ただ、雨が降りそうに
なると舞を舞うという伝説の鳥商羊がその舞を忌みつつしんで というだけではなく、 おそらくは龍神が嗔りをなしているためであ尚羊は商羊に同じ。 「雨が降りそうになると舞うという伝説上の鳥の名。転じて雨をもたとえていう」 〈日国大〉 。 「恐有
二龍神之為
一 レ嗔歟」 は、



































史漢書 （一） 』 汲古書院一九七二・











































































































「責」 は 〈作〉 「貴」 。

























平の世であっても災害がないわけではない、の意。 「天然」は「人の作為が加わっていないこと。自然のままであること。また、 そのさま。また、人の力ではおよばないことやそ さ 。自然。 」 〈日国大〉 。 「紀運」は「機運」に同じ。 「災
?
」は災いのこと。 〈作・公〉の「蘖」は





























「七年」は〈醍・公〉 「七日」 （ 〈醍〉傍注「日カ」 、 〈公〉






































也」 （ 『和刻本正史漢書（一） 』二七八頁） 。本来













































「貞観」は〈作〉 「貞元」 。 「貞観」は清和天皇の治世から陽成










































































レ天」 （国史大系四―三六四頁） 。 『祈雨日記』 「貞観十七年六月
八日己未。依
二旱災






































レ之皆没。 死亡損害。 天下大災。 古今無
レ比」 （国史大系
五―一〇〇四頁） 。




「煙塵」は〈醍〉 「煙災」 。 「承平」は朱雀天皇の治世の年号。








〈醍〉 は 「正暦疾疫」 から 「天然之災」
までを欠く。 「正暦」は〈作〉 「正歴」 。 「正暦」は一条天皇の治世の年号。正暦四年（九 三）夏から長徳元年（九九五）夏にかけて疫病（疱



















一」 （同 七九頁） 。貞観から正暦にいたる災害列挙の
記述は、 〈盛〉巻四十三「安徳帝不吉瑞」に「貞観ノ旱、永祚ノ風、承平ノ煙塵 正暦ノ疾疫、上代ニモ有ケレ共、彼ハ其一事計也」 （
6
















末の世」 〈日国大〉 。 〈盛〉 「サレバ西行法師ガ夢ニモ、時澆季ニ及、世末代ニ臨テ、万事零落スレドモ、歌道計ハ猶古ニヲトラズトイヘリ」（巻七「和歌徳」
1―四七一頁） 。 〈覚〉 「是も世澆季に及で、人梟悪を

















































」 （ 「令」の左に「ィ元」とあり） 〈公〉 「必然」 、 「友」は〈作〉
「夭
エウ













 「龍神」は〈公〉 「神明」 、 「天衆」は〈公〉 「龍天」 、 「不祐」は〈醍〉

























一ニ」 。 「末法」は〈醍・作〉 「末代」 。
凡そ代澆季に及び、時末法に属す。澆季は「道徳の薄れた人情軽薄な【引用研究文献】＊市古貞次「信西とその子孫」 （日本学士院紀要四二―三、一九八七・
10）



















＊小峯和明②「貞慶 『表白集』 小考」 （国文学研究資料館紀要二〇、
3。 『中世法会文芸論』 笠間書院二〇〇九・
6再録。引用は後者による）
＊小山正文「永享三年延営本 東大寺縁起絵詞」翻刻」 （同朋学園仏教文化研究所紀要九、一 八七・
9）






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ヲ垂レ給フ」 （ 『沙石集』旧大系六四頁） 。 「吾レ聞ク、大日本国は神国なり」 （ 『倭姫命世記』 、日本思想大系『中世神道論』三一～三二頁） 、「大日本者神国也」 （ 『神皇正統記』旧大系四一頁）など、中世には日本を神国とする言説がたびたび登場する。 『転法輪鈔』 「夫我大日本国者神明伝
ヘテ
統トウ
ヲ本是神国也」 （ 『安居院唱導集』上―二二六頁） 。なお、
日本を 国とする思想については、 『神皇正統記』の補注「大日本者神国也」 （一九五頁）の他、 本全釈四「日本ハ是神国也」の項（二六頁）参照。 『貞慶表白集』請雨表白「大日本国、本是神国」 （七一頁） 。前段に引き続き、 『貞慶表白集』に一致する文言が続く。 　
○天照大神
子孫、永為我国主 天児屋根尊子孫、今佐我朝政 以 事為国務、以祭祀為朝政
　
「大神」は〈作〉 「太神」 、 「子孫」は〈作〉ナシ、 「天児
屋根尊」は〈醍〉 「天児根御命」 （ 「根」に 耶」と傍注） 〈作〉 「天児耶根命」 〈公〉 「天児根命」 、 「子孫」は〈作〉欠く、 「今佐」は〈公〉 「伝輔」 、 「神事」は〈醍・公〉 「敬
レコトヲ
神








子孫 国王とした神国日本が、二神の約諾によって天児屋根尊の子孫を補佐役として、神事・祭祀を行うことによって国を治めている、意。天照大神 天児屋根尊の二神約諾神話については、 本全釈巻一 「天照大神、児屋根尊ニ仰合テ云ク…」の項（四―二七頁）参照。神事・祭祀をもって国務・朝政とすることについては、 『続日本紀』宝亀七年四月十二日条「勅、祭
二祀神祇
一、国之大典」 （新大系『続日本紀』











































モ」 （ 「神」に「天ィ」と傍注） 、





















































































































































































































































「天皇」は〈公〉欠く、 「本朝」は〈公〉 「此朝」 。何
いか
に
況んや欽明天皇 代に、仏法初めて本朝に渡る。前の神国日本との主張に対して、以下では仏法尊崇の としての日本という主張を展開する。欽明天皇は六世紀中葉の第二十九代天皇。 『古事記』 『日本書紀』によれば継体 の嫡子で母は皇后の手白
香たしらか
皇女。仏教の渡来は、























































































































〈公〉この句欠く、 「令」は〈醍〉 「者」 〈作〉


















ケイシ公」 （ 「公」に「士カ」と傍注） 〈公〉





















 「仏事」は〈醍・作〉 「仏地」 。仏事を修せざるは生類たらず、堂




「近自畿内、 遠及七道」は〈醍〉欠く、 「七道」は〈公〉 「畿外
ニ」 。
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「摂州」は〈公〉欠く、 「過者」は〈公〉 「遇」 、 「極楽」は〈公〉 「極






















ン、二八コマ）ほか、 『今昔物語集』巻十一「聖徳太子建天王寺語第二十一」に「其寺ノ西門ニ、太子自ラ、 「釈迦如来転法輪所 　
当極樂



























菩薩、生を大鳥の郡に託して、寺を四十九所 立つ。行基の誕生の地について『続日本紀』は「俗姓高志氏。和泉国人也」 （新大系三―六〇頁）と記し、 『三宝絵』は「行基菩薩ハモト薬師寺ノ僧也。俗姓ハ高階氏、和泉国大鳥郡ノ人也」 （新大系九二頁） 、 『日本往生極楽記』二は 「行基菩薩、 俗姓高志氏、 和泉国大鳥郡人也 （思想大系五〇一頁） 、『今昔物語集』巻十一第二は「行基菩薩ト申ス聖在ケリ。和泉ノ国、大鳥ノ
時、物ニ被裹テ生レタリケレバ」 （新大系三―一二頁）






基僧正四十九院」 （国立国会図書館デジタルコレクション 巻上二七コマ） 、 『日本往生極楽記』 には 「菩薩畿内建立道場凡四十九処」 （五〇二頁、注に拠れば「三十九」とする本もあり） 、 『今昔物語集』にも 此行基菩薩ハ畿内国ニ四十九所ノ寺ヲ
給ヒ、悪キ所ヲバ道ヲ造






















は〈作〉 「御影」 、 「軒」は〈作〉 「斬
ノキヲ
」 、 「錐」は〈作〉 「計
ハカリヲ
」 （傍記「錐


























ニ」 （ 「儀」に「流ィ」と傍記） 〈公〉 「灑
キ五智水於四海
一ニ」 、 「点」
は〈醍〉 「下」 （ 「卜」と傍記） 〈作〉 「黙
シテ




嶺を点じて、十乗の風を一天に扇ぐ。弘法大師空海が紀国の高野山に金剛峯寺を開いてより、真言密教の三密の行 は世界に広まり、伝教大師最澄が近江国の比叡山に延暦寺を開いてより、天台宗の十乗観法は世界に行き渡っている。空海 よって真言宗が、最澄によって天台宗が我国に開かれてより、それら 教えが国中に広 っていることを表した比喩的表現。聖徳太子による四天王寺創建、行基菩薩による四十九寺創建と対応した叙述。三密 「仏語。秘 の身・口・意の三業。すなわち、仏の身体と言語と心 っ なされる不思議なはたらき。また、密教の行者が手 契印を結ぶ身 と、口に を唱える口くみつ密と、心に本尊を観ずる意密とをいう」 （ 〈日国大〉 ） 。十乗は「十乗

































「卒土」は〈醍〉 「普天」 （ 「天」に「亡
イ本」と傍記） 〈作〉 「平土」 （ 平」に「卒ィ」と傍記） 〈公〉 「率土」 、「比檐」は〈公〉 「接軒
ヲ」 、 「不弁」は〈醍・公〉 「不謂」 （ 〈醍〉は「謂」
に「弁」と傍記） 。此の外七道諸国、九州の卒土、山は大小無く、皆松坊檐を比べ、寺は公私を弁へず、悉く国郡領を卜む。七道は、東海・東山・北陸・山陰・山陽・南海・西海の 道でこの道に連な 諸国で日本全国を意味する。九州 日本全土。もともとは中国全土を意味する語で、 夏禹の時代に全土を九域に分けたこ による （ 『書経』 「禹貢」 ） 。転じて日本全土を意味するようになった。 「九州八島無量人。自
レ古今











「実少」 は 〈公〉 「者少
クシテ



























以て之を視る。釈梵は「仏語。仏法を守護する帝釈天 梵天。仏教の守護神として採り入れられた、インド神話での最高神であるインドラ神（帝釈天）とブラフマン（梵天） 」 （ 〈日国大〉 ） 、四天は四天王 龍神八部は「仏語。仏法を守護する八部衆。八部衆のうち龍神が特にすぐれているところからいう。天龍八部」 （ 〈日国大〉 ） 。 「 梵四天」 「龍









」 、 「加々留境」は〈公〉 「如
カヽル此堺
ヤ」 。
十六の大国にかかる国や有る、五百の中国にかかる境や有る。十六の大国は、 「印度には古代十六の大国があったという。釈迦 霊山説法の時十六大国の王が参集し帰依したとされる 〈新定盛〉 （
1―一八一







































「有滅時」は〈作〉 「滅時」 〈公〉 「滅
シ」 、 「必有
























































（ 「潺」字左訓「セヽナキ」 ） 」 （セ乾坤門・







ヲ」 、 「大林精舎」は〈公〉 「大林

















にあった竹林精舎。印度の最初の僧園」 （同）と注するが、誤り。毘舎離国の大林精舎はこれとは別の天竺五精舎の一つ。釈迦が最期の説法の旅の出立地であり、そこに於て自らの入滅を予告したことで知られる。 「如是我聞、一時仏在 毘舎離国。大林精舎 重閣講堂 告諸比丘。却後三月。 当般涅槃」 （ 『仏説観普賢菩薩行法経』 〔大正新修大蔵経
九―三八九頁〕 ） 。 「毘舎利国ノ大林精舎、重閣講堂ニ御坐テ、









































護法神イカリヲナシ 大山 化 テ王及ビ四兵ノ衆ヲオシコロス。コレヨリ孔雀ノ種永絶ニキ。カヽレバ先祖大ナル徳アリトモ、不徳ノ子孫宗廟ノマツリヲタヽムコトウタガヒナ 」 （ 『神皇正統記』 「武烈天皇」旧大系八九頁） 。 梁武帝は南朝梁の初代皇帝蕭衍。 雍州刺史であった時、暴政を敷いていた南朝斉の皇 蕭宝巻を打倒すべく兵を挙げて殺害、代わって擁立した和帝から禅譲を受けて天監元年（五〇二）に帝位に即き、梁を興した。治世の前半期には善政を敷き実績をあげたが、後半期には仏教への傾斜が強まり、仏教の戒律に従って菜食 堅持した生活をし、 典の注釈を著すなどしたため、 「皇帝菩薩」 とも称されたしかしながら 自らが建立した同泰寺で「捨身」の名目で莫大な財物を施与する どして財政 逼迫 招いた。ま 朱
（ 『平家物語』冒




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































」 、 〈静〉 「雨
フラス
」 。







































































































































































































































欠く、 「我国家」 は〈公〉 「我朝
ノ」 、 「無」 は〈醍・公〉 「不」 、 「法」 は 〈醍〉
欠く〈作〉 道

































く物を生ずるように、福徳を得させる人のこと。仏や僧 父母、貧者などを敬い、施しを行なうとき、多くの 徳 生み、功徳が得られるところから、これを田にたとえていう。仏を大福田といい、仏や僧を恭敬福田（敬田） 父母や師を報恩福田（恩田） 、貧者や病者を貧窮福田（悲田）という。その他、種々の福田を数える」 （ 〈日国大〉 ） 。 「慳貪ナル者ハ人ニモアタヘズ 善根ニモシ入ズ、三宝ノ福田、父母師長ノ恩田、 貧病乞
?
ノ悲田ニモ施セズシテ」 （ 『沙石集』巻七「無情俗事」




















「施」 は 〈作〉 「絶」 〈公〉 「断」 、 「損」 は 〈公〉 「滅」 、














































































旱」 、 「憂」は〈醍〉 「愁」 。速やかに甘露の雨を降らし、忽ちに災旱の憂を除け。 〈蓬・静〉 「炎旱」 （校異


















」 、 「難陀」は〈公〉 「故
ニ難陀」 、 「跋難」は〈作〉









































」 、 「何」は〈作〉 「何来」 、





















「言」は〈作〉 「詞」 、 「必」は〈公〉欠く、 「上


















「只」は〈醍〉 「人」 、 「大訴」は〈醍〉 「大愁」
〈公〉 「憂」 、 「深誠」は〈公〉 「誠」 。今は只、民に代はりて一国の大訴を述べ、 君に代はりて一心の深誠を陳
のぶ。 『公請表白』 の付記によると、









前項では、 最勝講本来の目的「本来玉体安穏、 宝祚延長」の祈願は「座之啓白」に譲るとあったが、付記のような事情が反映されているとみられる。 　
○万機政今、 未出叡情、 彼蒼之責何故、 一国賞罰、 未任神襟、
上怨之咎無由
「今」は〈醍〉 「命」 〈公〉欠く、 「未」は〈作〉 「今
イ未
タ全」 、 「彼」は〈作〉 「披」 、 「神襟」は〈作〉 「禁
ニ」 （ 「襟ィ」と傍注） 、 「上







わらず、天の譴責や上怨の咎を受けるのは道理に反している、の意。〈盛〉諸本や〈作〉はいずれも「万機政今」とするが、 「一国賞罰」と対句をなしていることを考えるならば、 「政今」は「政令」の誤記か。彼蒼は 「蒼天＝天」 の意。 『詩経』 「秦風」 六 「黄鳥」 の一節 「彼蒼者天」による。 「離家三四月、落涙百千行。万事皆如夢、時々仰彼蒼」 （菅原道真「自詠」 〔旧大系『菅家後集』四七七頁〕 ） 。叡情 「天子 御心」 。「自顧試庸短 　
何能継叡情」 （ 『懐風藻』 「従五位下大学助背奈王行文」











一ヲ」 、 「聚」は〈公〉 「指
二テ」 、
「龍神」は〈醍〉 「獣衆」 〈公〉 「龍衆
一ヲ」 、 「怨此事」は〈作〉 「愁
二此事
一」
（ 愁」に「怨」と傍記） 〈公〉 「聞此旨
一ヲ」 。三界の諸天を驚かして此の
















「冀」 は 〈醍・公〉 「願」 、 「忽」 は 〈公〉 「急」 、
















「春稼」は〈醍〉 「雲稼」 〈作〉 「穀家」
（上に「春稼ィ」を補入） 、 「俸」は〈醍・作〉 「捧
テ」 、 「民誇五袴之慶」




























































」 （ 『後漢書』 「廉范伝」 〔 『和刻本正史後漢書（二） 』
























































































































かう」 、 〈蓬〉 「信
シン
仰カウ




6〈近〉 「せつたうの」 、 〈蓬〉 「諸
シヨ
道タウ




7〈近〉 「ばつくん」 、 〈蓬〉 「抜
ハツ
群クン















11〈近〉 「くきやうのさの」 、 〈蓬・静〉
「公
クキヤウサ卿座の」 。





に」 、 〈静〉 「殿
テンガ下御前に」 。
13〈蓬〉 「すゝみ見て」 。








16〈近〉 「いちしるき也」 、 〈蓬〉 「掲
イチ
焉シルキ




17〈近〉 「かうふり」 、 〈蓬・静〉 「かうふりて」 。
18〈近〉 「むかつて」 、 〈蓬・静〉 「むかひて」 。
19〈蓬〉 「ヲ」なし。
20〈近〉 「き






師」 、 〈静〉 「威儀
イギシ
師」 。
22〈近〉 「ひろひさしに」 、 〈蓬〉 「広
ヒロヒ





























































































































日条） 。澄憲が夕座の説法をおこなった翌日の第三日目に、講師が説法を行なっている間に、関白の指示を受け 蔵人光雅が、異例にも澄憲の前に座って何事かをささやいたというのである。その言葉を聞き取れずに不審に思った兼実 関白基房に尋ねたところ、昨日 夕座の説法がきわめて優れてい ので、それに対して御感の綸旨が伝えられたのだという。関白は重ね 、この御感は単に説法の優美であった事に対してではなく、表 で祈雨を祈願し、そ 結果 して今日の暁より雨が降った事に対する叡感 あるとのことであった。 『玉葉』 には、
― 50 ―

























































うそう」 、 〈蓬〉 「従
シユ
僧ソウ
」 、 〈静〉 「従
シユウ
僧」 。
24〈近〉 「とつて」 、 〈蓬・静〉 「取
トリ
て」 。
25〈近〉 「いひ 」 。
26〈蓬〉 「更
サラニ


















































































































































































































































































































































線部を、 「唱導を導師が仏使いとして衆生を修業 よらず頓証菩提に導くことと規定している」 （一四八頁）と読む。










































































































































1〈近〉 「なげき」 、 〈蓬〉 「歎
ナケキ
て」 、 〈静〉 「なけきて」 。
2〈近〉 「けんずる」とし、 「け」に見せ消ちあり。右に「ぞ」を傍書。
3〈近〉 「う
えに」 、 〈蓬〉 「上
ウヘ








7〈近〉 「今日しゆつし」 、 〈蓬〉 「今
日の出
シユツシ
仕」 、 〈静〉 「今日の出仕」 。
8〈近〉 「とつて」 、 〈蓬・静〉 「とりて」 。
9〈近〉 「かううは」 、 〈蓬〉 「降
フル
雨アメ
は」 、 〈静〉 「降
カウウ雨は」 。
10〈近〉 「めい
まうなり」 、 〈蓬〉 「名
メイ
望マウ




















ヤ」 、 〈静〉 「我
カシウ執を存へき哉」 。
13〈近〉 「こうこんのすゝめのために」 、 〈蓬〉 「後
コウ
昆コン





14〈近〉 「さんだいす」 、 〈蓬〉 「参
サン
内タイ







17〈近〉 「てうけんの返事には」 、 〈蓬〉 「澄
テフ
憲ケン












22〈近〉 「たのしみに」 、 〈蓬・静〉 「楽
ラク
に」 。
23〈近〉 「くらうどのさゑもんの」 、 〈蓬〉 「蔵
クラ
人ント





ちしるし」 、 〈蓬〉 「掲
ケツ
焉エン






召」 、 〈静〉 「思
ヲホシメス
食」 。


















「つつしんでもて」 、 〈蓬〉 「謹
ツシンテ
以モツテ








































33〈近〉 「ひたんなる」 、 〈蓬〉 「美
ヒタンタル










































































40〈近〉 「やすまるころに」 、 〈静〉 「休
ヤミ
比 」 。





」 、 〈静〉 「験
シルシ
」 。
43〈近〉 「くすしの」 、 〈蓬・静〉 「医
イシ師の」 。
44〈蓬〉 「春比より」 。




46〈近〉 「ふるころに」 、 〈蓬・静〉 「ふり比に」 。
47〈静〉 「是に」 。
48〈近〉 「へんしゆの」 、 〈蓬〉 「偏
ヘン
執シウ































































































































































































































































「したりけり」 、 〈蓬・静〉 「つかまつりたりけり」 。
6〈近〉 「すだれのうちにて」 、 〈蓬〉 「簾
スノ
内ウチ































」 、 〈蓬〉 「方も」 。
19〈近〉 「なげたると」 。
20〈近〉 「しのそう」 、 〈蓬〉
「師
シノソウ
僧」 、 〈静〉 「師
シソウ僧」 。
21〈静〉ここから一字落としせず。ここから丁の裏に移るため、 もとの高さに戻ったのであろう。
22〈近〉 「いさごに」 、 〈蓬〉
「砂
マサコ







たる」 、 〈静〉 「行返
カヘリ
たる」 。
25〈近〉 「あはれみて」 、 〈蓬・静〉 「あはれひて」 。
26〈近〉 「し
■（難読）けるに」とし、 「■」に見せ消ちあり。 〈蓬〉 「仕
ツカマツリ
けるに」 。











30〈近〉 「おはしましけれとも」 、 〈蓬〉 「御
マシ
座けれとも」 、 〈静〉 「御
ヲハシ座けれとも」 。





33〈近〉 「まことに」 、 〈蓬・静〉 「けにも」 。
34〈近〉 「しんべうに」 、 〈蓬〉 「神
シンヘウ
妙に」 。
35〈近〉 「したりけり」 、 〈蓬〉 「仕
ツカマツ
りたりけり」 、 〈静〉 「仕りたりけり」 。
36〈蓬〉 「下リ」なし、 「むとき」 。
前行末の「より」と「下り」が字形近似するため 誤りか。
37〈近〉 「風情」なし。
38〈近〉 「さいがくをか」 、 〈蓬〉 「才
サイ
覚カク
を」 、 〈静〉 「才
サイカク
覚をか」 。
39〈近〉 「御けしきに」 、 〈蓬〉 「御気
キシ
色ヨク




42〈近〉 「まひかける」 、 〈蓬〉
「舞
マイ
かけつ」 、 〈静〉 「舞かけつ 。
43〈近〉 「かねてわらはせ給ひけり」 、 〈蓬〉 「兼
カネテ
咲ワラハ
せさせ給けり」 、 〈静〉 「兼
カネハライ
咲せさせ給ひけり」 。
44〈近〉 「こゑを」 、 〈蓬・
静〉 「声を」 。
45〈蓬・静〉 「猶」なし。
46〈近〉 「ひはん」 、 〈蓬・静〉 「裨
ヒサメ販」 。
47〈近〉 「いせへいし」 、 〈蓬〉 「伊
イ勢セヘ
平イシ
氏」 、 〈静〉 「伊勢平
ヘイシ氏」 。
48〈近〉












あったため、清盛は澄憲を良く思わないようになったという逸話である。承安四年の最勝講の話からは逸れている上に、そもそも最勝講の話が、清盛が「我一門ニアラヌ者ノ僧モ俗モ高名シタリト見聞給テハ、強ニ嫉傾申給」性格を表す例として引かれたものであった。また本段でも澄憲の稚児追善の逸話を挿入するなど、二重三重の構造となって、澄憲の逸話が展開している。しかし、清盛が澄憲に「偏執」を抱いていたことは確認できず、ここでの清盛の偏執は、 の逸話を引くための契機となっているに過ぎない。なお、次々節では澄憲から重盛に巧みに話を移し がら承安四年記事に話題が戻るように工夫した構成がなされている。 　
○澄憲当初法住寺殿ニテ、御講ノ導師勧
メケル次ニ
 「当初」 の読みは、 「そのかみ」 （校異
2参照） 。三巻本 『色






同時］ 」 （上五一オ） 。 「勧メケル」は、 〈近・蓬・静〉の「勤メ
ケル」 が良い （校異
3参照） 。 「当初」 とは、 前話の承安四年 （一一七四）
五月の祈雨話以前のこととなる。また、後ろに「小松内大臣、其時ハ新大納言ニテ とある で、重盛 権大納言に任ぜられた仁安二年（一一六七）二月から、病のために辞任した翌年十二月までの間の出来事と想定されるが、澄憲は大治元年（一一二六）生であるため（ 『僧綱補任』 ） 、 「此僧ノ若サニ」 というのと合わ い 小峯和明①五二一頁） 。さらにこの後「大蔵卿泰経」とあるが、泰経が大蔵卿と るのは治承二年（一一七八）十一月二十四日のこと（ 〈補任〉寿永 年条） 。以上からも、この設定自体が虚構のものである可能性が高い（後掲「大蔵卿泰経ニ仰ケルハ」項も参照） 。 『安居院唱導集 　
上巻』によれば、 『転
法輪鈔』には「後白河院上」と表紙に題されたもの 上中下の三帖存



























































泰経は高階氏。生没、 大治五年 （一一三〇） ～建仁元年 （一二〇一） 。






























の乳母従二位藤原朝子（紀伊二位）をさすか。朝子は「アマゼ」と号し、実は近江守高階重仲女（尊卑分脈） 」 （一―一〇二頁）と注する（同様の指摘は、早く『参考源平盛衰記』の注に見られる） 。これは、 〈尊卑〉
2―四五七頁で、貞嗣流兼永の女子朝子の傍注に、 「紀伊二位／













ても離れがたいとは思わない宿であるけれど 、出ていこう すると出ていきづらいものだ、夜が明けても残っている有明の月 よ に、の意。第三句は「宿なれど」がよい。 　
○唐崎ノ海ニ人ノ身投タリ
　


















とあるように、 「施主段こそは、施主や行なわれる法事の性格・位置・状況をふまえ、当座に対応した適切な文句をもって―しかもそれは聴くに快い美辞麗句でなくばならぬ―当意即妙にうち上げ唱える、唱導者の手腕の見せどころ あった」 （一 九頁） 。また小峯和明③が紹介した『澄印草等』な をもとに牧野淳司①は、仏事法会の次第の流れを「表白―願文―仏釈―経釈―施主段」に整理し このうち「仏釈経釈―施主段」の部分が説法に当たるとする（六〇〇頁） 。また阿部泰郎④は、醍醐寺三宝院蔵『転法輪秘伝』に拠り、この書が「説教師は壇越の修す善根を自ら真実に随喜して念ずべき事を強調する。その仏事の作善とは施主の仏性 尊い発露であり 導師もこれに結縁して開悟得脱するものである理を 力説することを示している（二一頁） 。このように、唱導師にとって施主段が聴衆を最も引きつけ、秀句を発するに最適の場であったこ がうかがえる。 阿部泰郎③が指摘 『諸国一見聖物語』では、関東下向の折、橋本宿で長者に亡くなった息女の供養を頼まれた澄憲（曼殊院本で 隆憲」とも読め が、 「信成ノ御子」ともありここは「澄憲」とあるべきだろう）が、施主段 かかった時、息女が慣れ親しんだ琵琶琴のこ 知り、 「一面ノ琵琶ノ





































































































































させる。五節で経験を積んでいる殿上人たちにとっては得意なことであった。澄憲は、当意即妙にこれに答えて、かえって人々を揶揄しながら舞奏でたとする。殿上の乱舞のさまにも通じる場面であった（石黒吉次郎四三～四四頁） 。また、真鍋昌弘は、ハヤシ始められた時は、「高座ヨリ下リン時」であって、最後は、 「走入ニケリ」で終結することに着目し、ハヤされる側、あるいはハヤス側において僅かでも芸能性をもった演出 即興的に考えられて たであろう話とする （四頁） 。なお、 「はやす」は〈日国大〉でいうところ 「大きな声でほめたり、あざけったりして騒ぐ の意が近いのだろ が、この後「拍」を「はやす」と訓ませているように、節を付けて煽る意味で用いられる。既出「俄ニ拍子ヲ替テ、伊勢平氏ハ眇也ケリトハヤシタリケリ」 （
1―





















一」 （全釈漢文大系一―一三八頁） とあり、 商売人の夫婦を 「裨
販夫婦」という。 『和名類聚抄』 （天正本）に「裨販 　
文選西京賦云ーー































































































いとわしい感じがしているさまであ 」 〈日国大〉 ）とするが、用例は〈盛〉をあげるのみ。公卿殿上人たちは、澄憲を「アマ（尼）クダリ」と揶揄したところ、澄憲からは自分 が 伊勢平氏」のご き者たちである 切り替えされたために、プライド 傷つけられて不快に思っ の 。 「伊勢平氏」とは、所謂「殿上闇討」事件の際の忠盛 対する揶揄「伊勢平氏ハ眇也ケリ」 （
1―二三頁）を想起させ






〔一一七〇〕 ）に復任）ので、 「新大納言」と呼ばれうるのはこの時期か （ 「目出キ説法仕タリケリ」 の項参照） 。澄憲と平氏の関係について、『転法輪鈔』 神祇・上末の 「入道太相国安芸国伊都岐嶋千部経供養表白」は年時は不明ながら清盛晩年に厳島参詣の折の表白であり（小峯和明②一二五頁、同④五〇六～五一二頁） 、また、近年紹介された金沢文庫蔵『上素帖』は、澄憲の表白を集めたものであり、ここに清盛が安楽寺聖廟に千部の法華経を奉納した折の供養表白 る「千部法華経供養表白清盛」が収められている（阿部美香） 。澄憲が清盛 ために作文をしていたことが確認される。 　
○ベシ口
　





ル様ニクチノアルヲ、ヘシクチト云也」をあげ 時代は下るが『嬉遊笑覧』に「安斎云、泣ものゝ口の形への字形に似たり。ヘシ口とハヘ口也。今按るに、ヘシとハヘシ付るなど、俗語に云ふにておさへ付るなり。即おすこと て、口の形をなぞろふる也。圧口と書た ハ当れるなるべし。猿楽の仮面にへし面といへるものも、此口付したる面なり。今是を小児の泣ことに、べそ る べそかくなど是あり。其口つきに喩ゆ り」 （下―七五八～七五九頁 名著刊行会 九九三・
9）とある。 「へす」は、 「不愉快な表情をなすことの動詞」 （藤田正










＊阿部泰郎②「唱導における説経と 経 ―澄憲『釈門秘鑰』をめぐりて―」 （伝承文学研究四五、一九九六・
4）




















＊菊池紳一「後白河院々司の構成とその動向―その三 完）―」 （学習院史学一 、一九八〇・
3）
＊木村真美子「少納言入道信西 一族―僧籍の子息たち―」 （史 四 、一九九二・
3）










































＊牧野淳司②「安居院流唱導書の形成とその意義」 （ 『中世 芸と寺院資料・聖教』竹林舎二〇一〇・
10）












































































































































































































3〈近〉 「そんきよして」 、 〈蓬〉 「蹲
ソンキヨ
居して」 、 〈静〉 「蹲
ウスイ居して」 。 〈静〉のルビ「ウ
スイ」は「ウズヰ」 （うずくまっていること）の意。





7〈近〉 「いせへいじとは」 、 〈蓬〉 「伊勢平
ヘイシ氏とは」 。
8〈近〉 「あしくひかめりと」 、 〈蓬・静〉 「あしき癖
クセ
と」 。
9〈近〉 「かうふる」 、 〈蓬・静〉 「か
うふりて」 。
10〈近〉 「まかりかへり」 、 〈蓬〉 「罷
マカリ
帰カヘリ




12〈近〉 「申さるゝこと」 、 〈蓬・静〉 「申され事」 。
13〈近〉 「ことはりを」 〈蓬〉 「理
コトハリ
を」 、 〈静〉 「理
リを」 。

















カマウチワ打輪」 、 〈静〉 「蒲
ガマウチワ打輪」 。 〈蓬・静〉は「ヲ」なし。




し 」 、 〈蓬〉 「御後
コウケン見して」
26〈近〉 「ひとひ」 。







口するを」 、 〈静〉 「悪
アクコウ
口するを」 。


















37〈近〉 「さるがくと」 、 〈蓬〉 「猿
サルカウ





39〈近〉 「さるがくことを」 、 〈蓬〉 「さるかくの言を」 、 〈静〉 「さるかくの言
コト
を」 。








しの」 、 〈蓬・静〉 「かる
く
しの」 。
43〈近〉 「はんぢよの」 、 〈蓬〉 「販










48〈近〉 「京わらはべが」 、 〈蓬〉 「京
キヤウワラハヘ
童部か」 、 〈静〉 「京童
ワラハヘ部か」 。

































その上で、澄憲のいう「伊勢平氏」とは誰のことを指すのか、との意で、 重盛が理屈をもって澄憲の発言に不審を述べている。 「卿上」は、〈盛〉では「一門ノ卿上雲客数十人」 （巻六「入道院参企」
1―三八二
頁）など、 「卿 雲客」の例が数箇所に見られる。他にも「平家ノ卿上ヲ都ノ外ニ追落スベキ瑞相」 （巻二十六「馬尾鼠巣例」
4―九九頁）
















































の時、法住寺殿の御講で導師を勤め たことをいう。導師 ある澄憲をどうこうすることもでき と 意 　
○サル腹悪人
 「腹悪」
とは激高しやすいこと、感情の起伏が激しいこと。俊寛の祖父「京極ノ源大納言雅俊卿」についても、 「ユヽシク腹悪、心猛キ人」 評が見られる。清盛はこの後にも「入道腹悪キ人ニテオハスレバ」 （巻五「成親以下被召捕」













流の憂き目に遭ったことをいう。 『平治物語』 「少納言入道の子息、僧俗十二人の罪名をさだめ申されむがためなり。大宮左大臣伊通公の宥め申されけるによッて、死罪一等を減じて遠流に処せられける。……新宰相俊範、出雲国。播磨中将重憲、下野国。右中弁定憲、土佐国美濃少将修憲、隠岐国。信濃守惟憲、佐渡国。法眼静憲、安房国。法橋観敏、上総国。大法師勝憲、安芸国。 耀、陸奥国。覚憲、伊予国。明遍、越後国。澄憲、信濃国。かやうに 々へぞながされたる」 （新大系一七六頁） ただし 〈尊卑〉
2―四九二頁では「平治 　
配下野国」
















































一歟〉 」 。 「卑賤者」 とあるように、 当時蔑視されていたことが、










裾をたくしあげ、白の脚絆に白の足袋を き草履をはき、頭には鉢巻ようの物をし、その上に大根と魚が入った籠をのせている 『新版絵巻物による 　
日本常民生活絵引』
4―二六三頁） 。この場合は、頭に











権僧正ハ軍荼利、覚誉権大僧都ハ大威徳 公顕前大僧正ハ金剛夜叉、澄憲新 不動明王、各忠勤ヲ抽デ殊ニ丹精ヲ致ス （
4―一八七
























































































































































1〈近〉 「こむゑの大しやう」 、 〈蓬〉 「近












レ中」 、 〈静〉 「就
ナカンツクニ
レ中」 。
















7〈近〉 「くわしよくを」とし、 「しよく」の左に一重線を施す。右に「ぞく」を傍書。 〈蓬〉 「花
クワソク




らはる」 、 〈蓬〉 「撰
エラハ
る」 、 〈静〉 「撰
エラマ
る」 。








14〈近〉 「まいられけれは」 、 〈蓬〉 「参
サン









17〈近〉 「おはしまし」 、 〈蓬〉 「御
マシマス











21〈近〉 「つなをとり」 、 〈蓬〉 「取
ナハヲトル





びはいするの」 、 〈蓬・静〉 「二拝
ハイ
の」 。
23〈近〉 「とももりあそんぞ」 、 〈蓬〉 「知
トモヽリノアツソン
盛朝臣そ」 、 〈静〉 「知
トモモリノアソン
盛朝臣そ」 。





25〈近〉 「地下のせんくう」 （ 「地」字に濁音符あり） 、 〈蓬〉 「地
チケノ下前
セン
駆」 、 〈静〉 「地
チケ下前
センク駆」 。





28〈近〉 「ゑもんのかみ」 、 〈蓬〉 「右










30〈近〉 「ちうくうのこんたゆふ」 、 〈蓬〉 「中
チウクウノ
宮権




32〈近〉 「六かくのさいしやう」 、 〈蓬〉 「六角
カクノ
宰サイシヤウ
相」 、 〈静〉 「六角
カク
宰相」 。




34〈近〉 「さねむねあそんぞ」 、 〈蓬〉 「実
サネムネノアツソン




















































純に順番どおりであれば左大将師長の次は、大納言定房となる。しかし、定房は、仁安三年（一一六八）に大納言に転じてから、文治四年（一一八八）に出家するまでほぼ二十年間そのままの地位であった人物なので、実質的には重盛が次の順位ということになる。 『玉葉』承安四年（一一七四） 九 条によ 、次の右大将の候補は権大納言重盛と権中納言藤原兼雅であったという。中納言の中でも六番目の順位にあった兼雅が候補となることも異例であったが、重盛の場合はいくら上席とはいえ大将未経験の平氏から選ばれるのは、極めて異例であった。しかし、 『玉葉』の記主兼実は、その通例破壊に対して嘆きながらも、その適格性を逆に認めている。むしろ、大将本来の職務にたちかえれば平氏こそがふさわしいと言えなくもない。こ らのことから兼実は、 嘆きながらも納得したのであろう （曽我良成七～九頁） 。『玉葉』七月九日条「去夜有
二臨時除目
一云々、右大将重盛卿、参議成




















































































原師家の場合（ 『山槐記』治承三年三月廿三日条）内↓皇嘉門院↓院の順番、藤原基実の場合（ 『山槐記』仁平二年十一月十五日条）は内↓院↓美福門院↓新院↓皇嘉門院などとあり、内裏・院・女院などに行っている。また九条兼実の息良通の右大将拝賀の記事が『玉葉』に詳しい（ 『玉葉』治承三年十二月十四日条） 。その 賀順は関白↓内↓八条院となっているが これは「先欲参内之処、日已欲
?
、博陸第今





































一云々〉 」 （ 『玉葉』同前）
とあり、これによれば宗盛の殿上の前駆は蔵人（五位と六位）八人と「親眤輩」十人程度を合わせた二十人程度であったこ がわかる。
― 22 ―










既出（本全釈九―二五～二六頁） 。嘉応二年に権中納言、右衛門督を兼ねる。承安四年当時も同。⑤花山院中納言藤原兼雅（一一四八～一二〇〇） 。巻二 「清盛息女」 で清盛の第一女の結婚相手として既出 （本全釈五―四頁 また巻三「重盛宗盛左右大将」では、 「花山院ノ兼雅卿モ、様々ゾ被祈申ケル」として、実定や成親と並ん 大将の位を望んだ人物として登場する（本全釈九―二五頁） 。仁安三年（一一六八）より権中納言、養和二年（一一八二）権大納言。後に昇進を遂げ、建久九年（一一九八）左大臣とな ⑥中宮権大夫平時忠（一一三〇～一一八九） 。巻二でのちの高倉天皇の擁立を謀り解官されるなど頻出。 （本全釈六― 七頁 。承安元年に権中納言、翌年より中宮権夫を兼ねる。⑦右兵衛督平頼盛（一一三二～一一八六） 。ここまでも平家一族として列挙される形で頻出している。嘉応元年（一一六九）より参議、翌年より右兵衛督を兼ねる。⑧平宰相平教盛（一一二八～一一八五） 。頼盛と同様、頻出 仁安三年より参議 ⑨六角宰相藤原家通（ 一四三～一一八七） 。実父は師実流忠基、幼くして頼宗流重通の子となる。六角 号す （ 〈尊卑〉 ― 七五頁） 。永万二年（一一六六）参議。寿永二年（一一八三）に権中納言左兵衛督となる。『兵範記』に「家通卿〈号
二入道猶子
一〉 」 （承安元年十二月二十六日条）










































二年（一二一二） （ 〈補任〉 ） 。実宗は、先ず平氏と接近し、承安元年（一一七一）頼盛の女との間に公経を儲けている（ 〈尊卑〉
1―二六七



















































































1〈蓬〉 ・ 〈静〉 「ニ」なし。




3〈近〉 「すまふの」 、 〈蓬〉 「相














5〈近〉 「ちやうさに」 、 〈蓬〉 「杖
チヤ
座ウサ













10〈近〉 「とつて」 、 〈蓬・静〉 「取
トリ
て」 。





















」 、 〈静〉 「大宮
ミヤ
大夫」 。




































25〈近〉 「すまふの」 、 〈蓬〉 「相
スマフ撲の」 、 〈静〉 「相
スマイ撲の」 。
26〈近〉 「ち




サウ右」 、 〈静〉 「左
サユウ右」 。















































34〈近〉 「したがひて」 、 〈蓬・静〉 「したかひ 。




36〈近〉 「ちうはんす」 、 〈蓬〉 「籌
チウ
判ハン




37〈近〉 「一ばむのすまふ 、 〈蓬〉 「一番
ハン
相スマウ撲」 、 〈静〉 「一番
ハン
相スマイ撲」 。



































を」 、 〈静〉 「尾
ヲハリ張長経を」 。



























された（九一頁） 。さらに、最末期の相 の特色 ては 天覧相撲のほかに、 院（上皇）による相撲御覧の儀が、 前後などに召合とほぼ同様の儀式次第によってしばしばお なわれていたこと、後白河院は日吉社頭で相撲見物 のぞんでいるなど、民間でおこなわれる諸芸能に強い関心をもっていたことからも、相撲へ 関心も強かったようであるという。また、承安の相撲節の前後にもいく びか後白河院に る相撲御覧の儀があ たから、 相撲節の開催 背景に
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上げられたのであろう。 〈盛〉の言うよう 、左右 将が御簾
?
げ







































一〉 、 大将逆行二度〈先右膝〉 、 抜
レ笏〈揖





























































の身のこなしは見るに美しく、動作は落ち着きがあると、皆賞讃したという。ただし、相撲の節会におけるこうした重盛評価は 冒頭の注解にも見るように、 『平家物語』 では、 嘉応三年 （承安元年 〔一一七一〕 ）のこととして記すのが本来の形であった。 〈盛〉でも、冒頭の注解に引いた記事の他に、巻六の巻末記事にも、 「嘉応ノ相撲ノ節会ニ、大将ニテ右ノ片屋ニ事行ジ給ケルニ、 物ノ中ニ立タリケル人 申ケルハ、果報冥加コソ目出クテ、近衛大将ニ至リ給フトモ、容儀心操サヘ人ニ勝レ給ケル難有サヨ。但此国ハ小国ナリ、 内大臣ハ大果報ノ 也。末代ニ相応セズシテトク失給フベキニヤト申タ ケルガ 露タガハザリケルコソ不思議ナレ」 （
1―四一二頁）とある。傍線部がその重盛











































宗を批判している（松薗斉七四頁） 。経宗の故実 平氏に伝授さ 広まりを見せていたが、兼実からすれば「正統な学識を備えた摂関としての自負と裏腹に、平氏とそこに取り込まれた藤原氏大臣家への忌避感や嫌悪感が存した」と見られる（平藤幸三九二頁） 。ただし、本文の「容儀可見進退有度」の「容儀」は容姿の美しさ、 「進退」は立ち
― 16 ―




永暦元年に惟方とともに捕らえられ配流されたとして、また「新帝御即位崩御」で二条院の葬儀参列者と など既出（本全釈六―六〇頁「①右大臣経宗…」項参照） 。仁安元年（一一六五）に左大臣に任じられている。②右大臣兼実 巻一「平家一門繁昌」で兄弟左右大将の例としてなど既出。仁安元年（一一六六）に右大臣に任じら ている。③源大納言定房。村上源氏、 顕房の孫、 雅兼の息、 雅定の猶子 〈尊卑〉
3―五四三頁） 。家成娘を室とし、 娘に左大臣経宗の室がいる。生没、














































るので、 『玉葉』にあって〈盛〉 名前のな のは源中納言資賢のみであ 。但し、 『愚昧記』同日条には、 「次①左大臣、②右大臣、左大将〈師〉 、 ③源大納言〈定〉 、 右大将〈重、 已上外 〉 、 ④大宮大夫〈公〉⑤中宮大夫〈隆〉 ⑥予〈已上奥座〉 、⑦新大納言〈実、外座〉 ⑧五条中納言〈邦綱〉 、⑩別当〈成〉 、⑨中御門中納言〈宗、已上奥 （中略）令告参議頃之⑪左兵衛督成範着座」 （割書は一部を残して省略し
― 15 ―








（ 〈日国大〉 ） 。 この当時、 勝負判定をつかさどる中立の者はいないため、左右それぞれから 「相撲の長」 と称する職員が出て進行をつかさどり、「立たちあわせ
合」が相撲人を立ち合わせた（新田一郎九六頁） 。 『兵範記』によ





















レ称云々〉 」などに見える。 『秦氏系図』によれば兼任の子。 「母重近
















の「勝負を行なう時に、勝った度数を数えるために勝つごとに串や枝などを数立てにさし入れること」 「また、その係の者」 （ 〈日国大〉 ） 。府生は衛府の下級役人。 『弘安礼節』 「随身
 
太上天皇十四人。将曹二
人、 二人、番長二人〈以上騎馬〉 、近衛八人〈歩〉 」 （群書二七―四二頁） 。巻三「殿 乗合」では、府生秦兼清、右府生武光、左府生師峰などの名が見える。 『玉葉』二十七日条に、 「次左右籌指各一人、着
二南円座




『愚昧記』同日条にも「次籌刺府生着」とある。この「籌指（刺） 」 （かずさし）を指すのだろう。ただし 籌刺の 名は『玉葉』 『愚昧記』ともに記されていない。貞弘は、 『玉葉』治承四年五月四日条に「院番長播磨貞弘参来」などと見えるのがそれであろう。 『秦氏系図』付随する「播磨氏系図 によれば、 「高倉番長府官人、信貞三男」とある。諸武は、 『吉記』八月二日条 相撲御覧 記事では、 「次籌刺着座〈先立
二箭一筋於座前左
一、右府生下野師武〉 」とある。この日に籌





















…関白随身中臣種友（番長） 、落馬絶入云々」とある中臣種友なる人物がいる。また『吉記』安元二年四月二十七日条の法皇比叡山行幸の供奉として関白の随身に、 「左番長同（引用者注、下毛野）武守〈萌木上下〉 　
右番長中臣種友〈花田上下〉 」と、下毛野武守とならんで中
臣種友の名がある。また、 山槐記』にも他出する 〈盛〉はこの種友を下毛野氏 誤ったのではないか。なお、承安四年八月二日に行われた相撲御覧では、 『吉記』によれば 次左右相撲長各二人 〈左兼宗〔兼頼子〕 ・下野武守〔殿下番長武成子〕 、右秦 　
〔ママ
兼任子〕 ・中臣


































た。この相撲人の徴発はなかなかうまく行かなかったようだが、院政期になると相撲人に選ばれることが、在地領主にとって地方で勢力を伸ばす上で好都合になってくると、相撲人になることが一種 利権化し、相撲人を出す家も大体決まってくるようになったという（一〇四頁） 。なお、名の見える守安、長経ともに未詳。 『玉葉』七月二十三日条に相撲人御覧の記事があ が、相撲人の名前は「正家」と「惟長」をあげるのみである（なお、彼ら二 の名前は、十六年前の保元三年の相撲節における取組に出て来る。それによれば 正家は、下野の住人藤井正家、 惟長は、 尾張の住人豊原惟長。 『兵範記』 月二十七日条） 。なお、 『吉記』八月六日条に、師長が相撲 を饗応した記事 、 「最
ほ手て
正家」 「脇永貞」 「占手守安并遠宗」 、また七日条 法皇による左方相撲召合の記事でも「脇永貞及守安・真貞・末清等」など、守安の名はしばしば挙がるが、長経は確認できない。野口実①②は、相撲人として度々登場する藤井姓について 彼らは藤原姓であり、目以下とみなされ 藤原を藤井と称したとする（①一一八頁、②六三頁 他に、青山幹哉三一頁） 。ただしこれは下野国の藤姓足利氏 つい 述べ も


























右方が膝を突いて負けとなったのは事実のようだが、一番 右方が負けるのは長暦元年（一〇三七） （もしく 承暦年間（一〇七七～一〇八一） ）以来の慣例であり、長経も形式的に負けただけということになる。いずれにせよ この一番相撲の記事は、重盛の威容を伝えるエピソードにおいて、話題がずれているといえよう。
















＊平藤幸「藤原経宗の口伝―平家一門が学んだ公事・故実瞥見―」 （ 『 『玉葉』を読む』勉誠出版二〇一三・
3）
＊松薗斉「武家平氏の公卿化について」 （九州史学一一八・一一九、 一九九七・
11）
＊水原一『延慶本平家物語論考』 （加藤中道館一九七九・
6）
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